
 

（５）令和８年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒が自ら学び続け、自
己実現を可能にする確か
な学力と探究力を育成す
る。 

②幅広い教養とグローバル
な視点を基盤とした課題
発見・解決能力や、自分
が生きる未来を考える力
を育成する。 

①全ての教科で探究的
な学びの機会を設定
し、生徒が探究の過
程を繰り返し経験で
きるようにする。 

②全ての生徒に対し、
多様な学習機会を提
供し、課題発見・解
決能力の育成に努め
る。 

①「緑の探究」との往
還を意識した教科指
導となるよう、探究
テキスト活用の呼び
かけや職員向けの研
修を実施する。 

②外部機関と連携した
講演会や連携企業と
の交流を通して、
様々な分野に触れる
機会を提供する。 

① 生徒による授業評価   
及び教員のアンケート
等により達成状況を把
握する。 

②多様な学習機会を生か
し、生徒自ら、課題を
見つけ、解決に向け取
り組んだか。自分が生
きる未来を考える力の
育成につなげることが
できたか。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

２ 
生徒指導 

・支援 

①全ての教育活動におい
て、生徒一人ひとりの意
思決定を尊重し、自分も
他者も等しく大切にでき
る力や人をつなげる場を
作り出す力を育成する。 

②組織的な生徒支援を充実
させ、生徒一人ひとりが
安心して挑戦できる環境
づくりをする。 

①学校行事等、生徒が
主体的に取り組む企
画運営に対して互い
に他者尊重に基づく
対話を基に、規範意
識を高めることがで
きるようにする。 

②全職員で生徒支援の
ための情報を共有す
る意識を高め、組織
的な支援体制を構築
する。 

①学校行事等、生徒が
主体的に取り組む企
画運営に対して自分
も他者も大切にする
思いを持った対話を
通し、規範意識を高
めることができるよ
うに支援をする。 

②コア会議を中心とす
る生徒支援の体制を
定着させる。職員研
修を行い、様々な生
徒の理解に努められ
るように働きかけ
る。 

①学校行事等、生徒が主
体的に取り組む企画運
営に対して自分も他者
も大切にする思いを持
った対話を通し、規範
意識を高めることがで
きたか。 

②・生徒情報の共有状況 
 ・コア会議の実施状況 
 ・研修の実施状況 

３ 
進路指導 

・支援 

①生徒が自身の生き方や社
会のこれからを考える契
機となる学びの機会を設
定し、主体的に目標・見
通しをたてることを支援
する。 

②生徒が自ら選んだ進路の
実現に向けて、あきらめ
ずに自己効力感をもって
取り組めるように全職員
で連携して支援する。 

①３カ年を段階的に見
通したキャリアガイ
ダンスの内容をいっ
そう深化させる。 

②全学年それぞれで保
護者向け進路説明会
を実施し、保護者へ
のサポートを強化す
る。 

①進路に対して具体的
な見通しを立てられ
ずにいる生徒への支
援につながるキャリ
アガイダンス・面談
を実施する。 

②保護者向け進路説明
会では、各学年の実
情に即した分かりや
すいデータを提供す
る。 

①キャリアガイダンス・
面談を通じて、具体的
な進路の見通しを持て
るようになった生徒が
増えたか。 

②各学年それぞれで保護
者向け進路説明会を実
施できたか。その参加
人数。保護者にとって
理解しやすい内容であ
ったか。 

４ 
地域等と 

の協働 

①地域や家庭と協働し、信
頼される学校づくりを推
進する。 

②外部機関や後援組織との
連携を深め、学校教育の
支援体制を充実させ、社
会に貢献できる人づくり
を目指す。 

①本校の教育活動の様
子を積極的に発信
し、地域や保護者の
理解を得る。また、
緑高セミナーや地域
の行事への参加等に
より連携を深める。 

②外部機関との交流を
深め、生徒の充実し
た学習活動の機会を
提供する。 

①本校ホームページで
情報発信を行う。ま
た、地域の行事に希
望生徒や教科、部活
動単位で参加し、社
会とのつながりを考
える機会とする。 

②SSH事業において、
新たな連携・協力機
関を増やし、活動の
幅を広げる。 

①情報発信 
・更新頻度 
 
地域行事への参加 
・参加生徒数 
・地域の方の意見 
・生徒の振り返り内容 
②連携企業・団体の数や

交流した内容の過去と
の比較など。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①学校目標の達成に向け
て、学校運営に全職員が
主体的に参画するととも
に、安全・安心で信頼さ
れる学校づくりに引き続
き注力する。 

②職員一人ひとりのWell-
Beingを大切にした働き
方の実現を目指す。 

①グループ業務等を通
して、学校運営に全
教員が主体的に参画
する。 

②オフィス改善により
生まれた場所を有効
に活用し、安心で働
きやすい環境を実現
する。 

①グループ業務等にお
いて、様々な工夫を
こらして担当業務を
円滑に進める。 

②オフィス改善での改
善点と使用方法につ
いて意見を集めなが
ら、最適な働き方を
検討する。 

①担当業務の工夫・改善
が図られたか。 

②・オフィス改善以降の
利用状況の変化 

・教職員からの意見収集
とその改善状況 

 


